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オーストラリアドルについて

2012年1月27日

＜基調インフレ率は予想を上回る＞

1月25日、 オーストラリア統計局が発表した2011年
10-12月期の消費者物価指数（CPI）は、食料品の価
格低下の影響などから前期比横ばいの+0.0%（市場
予想：+0.2%）、前年比では+3.1%（市場予想：+3.3%）

の落ち着いたものとなりました。

しかし、オーストラリア準備銀行（RBA:中央銀行）が重
視する基調インフレ率は前年比+2.6%（加重中央値）
となり、市場予想の同+2.4%を上回りました。

<オーストラリアドル為替の推移>

(2008/1/1～2012/1/27 東京時間13時 ) 

<インフレ指標の推移>

<政策金利の推移>

(2008/1-3～2011/10-12) 

出所：Bloomberg 

＜豪ドル高が進む＞

足元の外国為替市場では豪ドルが上昇し、直近高値
を更新、昨年10月につけた1豪ドル＝1.07米ドル台に

迫っています。

欧州債務問題について様々な協議が重ねられる中、
市場は小康状態から徐々にリスク選好の動きを強め
ています。豪ドルは、昨年末から上昇基調にありまし
たが、25日に発表されたインフレ指標の一部が市場
予想を上回ったことから2月会合での利下げ予想がや

や後退し、さらに豪ドル高が進みました。

27日の東京市場では13時現在、1豪ドル=1.0615米ド
ル、1豪ドル=81.90円、程度となっています。

＜金融政策と為替の見通し＞

RBAは、オーストラリア経済が欧州債務危機の悪影

響を受ける懸念があるとの見方から、外的要因に対
する予防的な措置として、2月7日に再度の利下げを

行う可能性はあると思われます。

しかしながら、オーストラリア経済は堅調さを維持して
おり、景気が落ち込む状況にはないことから、国内要
因から見れば、連続利下げを行う状況ではないと見
ています。

豪ドルについては、利下げに転じているものの、ゼロ
金利政策の長期化を示した米国などに比べ先進国
の中では依然高金利であることや、欧州各国の格下
げから、最上位格付けを維持する同国の安定性など
が注目され相対的に資金が集まりやすいと考えられ
ます。今後も基調としては豪ドル高の動きが継続する
と予想しています。
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